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コロナ禍での地域リハビリテーション活動から学んだこと
～広島県における多くの仲間との取り組みを通して～
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＊本発表ではリハビリテーションをリハと略します



リハビリテーション・ケア合同研究大会

ＣＯＩ開示

筆頭発表者名：三宅 貴志

演題発表に関連し、発表者らに開示すべき
COI関係にある企業などはありません。



・地域リハ広域支援センター 県指定 圏域内における市町の地域リハ相談窓口
・地域リハサポートセンター：県指定 地域包括支援センター単位における身近な地域リハ相談窓口
※継続性をきちんと保証した体制づくりで地域リハ推進事業を展開している

広島県HPより



令和５年９月１日時点

◯ 地域リハ広域支援センター施設（計11施設）、地域リハサポートセンター数（計１１５施設）

広島県 ７つの二次保健医療圏域における地域リハ広域センター、サポートセンター

・当院は地域リハ広域支援センター、県リハ支援センター双方の指定



広島県における地域リハ活動への影響
2020年３月ごろから

オンライン・DX、対策等、みなさんと一緒です…

１）感染状況が各市町で全く異なる
大きさ・はやさ・いつから～いつまで

２）各センターの立ち位置で業務自体が変わった
病院・老人保健施設、訪問事業所等

３）地域リハのつながりから今の地域が心配
市町・保健所の激務、住民さんの心境は？

広島県ではこのような時だからこそ！
・地域リハにかかる関係機関とのつながりを大切に！
・県・市町、全地域リハ広域支援センターとコンタクトを



・当センターとりまとめ半月に1回→県がとりまとめ 2023年3月で終了
・県も市町と同様にシートを活用→全地域リハ広域支援センターとも共有

県・市町、全地域リハ広域支援センターとコンタクトを！
共有シートをメーリングリストで活用 （ヒントは平成26年広島市豪雨災害）



継続して共有してきた内容（一部）

7

・各地域リハ広域支援センター内での感染対策や職場の状況
・行政との動き？ サポートセンターとの連携状況は？
・事業再開で直面する課題は？ その他なんでも！

２．県と23市町 リハ支援センター・全地域リハ広域支援センター

・事業の活動現状は？
・再開の判断基準は県のフェーズ？ 市町独自？
・住民さんからの問い合わせなどは？

１．県とリハ支援センター、全地域リハ広域支援センター
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１．直接出会うことができないため やり方の工夫が必要

２．自施設の感染対策が優先、業務の変更

・派遣や業務にかかる担当者を固定せざるを得ない

３．市町ごとで感染状況、対策が異なる

・介護保険事業所（通所、訪問など）のサポートセンターが

業務と並行してフットワークよく支援

・withコロナを見据え支援をどうしていく？ 等

地域リハ広域支援センターからの意見（一部）



市町・地域包括支援センター、住民さんに届けたい！
県・全地域リハ広域支援センター、関係団体とともに検討

〇「通いの場」
リーフレット
作成と活用
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withコロナを見据え 間接的支援からでもできないか？

〇県
地域リハ広域支援センター
構成・脚本、出演
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感染対策において県・全市町が連携 を好機に！

オンラインを活用しているのなら…

ヒントは…当センターが開催してきた

平成時代の機能訓練事業推進 保健婦等 連絡会議

〇全市町 事業担当者 連絡会議へ地域リハ広域支援センター等も参加

・市町独自の新たな方法、手段の発見、各圏域内で共有する機会に！
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地域リハ広域支援センターとして未来を考える機会に！

オンライン・個別意見交換会
（一対一 本音トーク）

〇チーム広域 話（課）題
＊継続性の担保（未来に向けて）
・後継者をどうしていくか？ 平均年齢50歳……
・窓口責任者の業務は多様であり、戦略も…

＊県とセンター業務の継続に向けた、広域Cリーダー育成が必要
・自施設にとどまらず
・アドバイザーに地域リハ先駆者の協力が得れないか？



えかった（現在、つながり・取り組んでいる）こと

１ 地域リハ広域支援センター連絡会議に複数名で参加
・各センター内で経験者づくりに

２ 地域リハ推進会議（県TOP会議）へのオブザーバー参加
・地域リハ推進にかかる課題を多くの関係団体と共有

３ 広島県地域リハ研修事業への関わり
・研修内容の見直し、講師やファシリテーターで協力 等

既存にある機会を工夫・活用しながら…
地域リハ広域支援センター内でのすそ野拡げにも！



最後に 先駆者の協力が得れないか？について

資料提供 一般社団法人 地域・人・LIFE サポート広島法人化までちょっと？かなり？相談対応させていただきました…

県地域リハ支援体制をサポートする
R５．７ 地域リハマインドを持った先輩方の組織化へ！

～今回の経験や出来事が大きく後押しにつながった～
・「出るを自粛」 （個人だと動けれる）
・事業だけでなく、住民さん、個別への関わり
・相談役がいてくれたなー… 等



今回の経験で得たもの 広島のみんなで

・今までの取り組みを再考する機会に

・そしてオンライン・対面問わず、やり方の工夫や場づくりに

・結果、お互いに支えあい、パワーをつけ、新たなことを始めるに！

大切にしたいこと

・今まで先駆者は、地域リハ支援体制ありき ではなく

地域のニーズに応え、地域の人たちと持続可能な体制に向けて

・だからこそ、平時からのつながり・仲間で一緒に考える・動く

この広島流を次世代につなげていきたい
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